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議
案
第
二
十
一
号
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

を
修
正
す
る
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
に
お

い
て
、
前
定
例
会
の
建
設
水
道

委
員
会
で
疑
義
が
あ
る
と
指
摘

し
た
下
水
道
増
補
管
の
新
川
俣

幹
線
の
追
加
と
新
大
蓮
北
幹
線

の
見
送
り
の
件
が
含
ま
れ
て
い

る
。こ

の
件
は
、
前
回
の
定
例
会

で
大
き
な
問
題
と
な
り
、
議
会

の
審
議
権
と
不
適
切
な
行
政
運

営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

に
お
い
て
現
在
も
な
お
調
査
中

で
あ
る
の
で
、
下
水
道
部
は
調

査
の
方
向
性
を
見
極
め
る
た
め
、

補
正
予
算
（
第
一
回
）
の
債
務

負
担
行
為
を
補
正
前
に
戻
す
よ

う
修
正
す
る
。

真

正

議

員

団

共

産

党

民

主

リ

ベ

ラ

ル

さ

わ

や

か

な

風

共

産

党

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
の
趣
旨
は
、
今
の
経
済

不
況
の
も
と
で
地
域
活
性
化
と

生
活
支
援
対
策
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。
小
中
学
校
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
の
一
括
更
新
は
、

交
付
金
の
趣
旨
に
な
じ
ま
ず
、

趣
旨
を
生
か
し
地
域
支
援
の
共

通
商
品
券
な
ど
景
気
浮
揚
対
策

に
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
度
の
当
初
予
算

と
事
業
計
画
に
な
か
っ
た
新
川

俣
幹
線
増
補
管
の
補
正
は
、
前

定
例
会
の
建
設
水
道
委
員
会
で

不
明
朗
な
行
政
執
行
が
問
題
と

な
り
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
調
査
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り

で
あ
っ
て
、
経
過
を
全
く
無
視

し
た
も
の
で
行
政
執
行
上
も
大

変
問
題
で
あ
り
、
原
案
に
反
対

し
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。
新

大
蓮
北
幹
線
増
補
管
は
当
初
計

画
ど
お
り
工
事
着
工
に
向
け
取

組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

討討

論論

共

産

党

議
案
第
十
六
号
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
七
回
）
を
修
正
す

る
。深

刻
な
経
済
不
況
の
中
、
地

域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
は
緊
急
か
つ
直
接
に
支
援
す

べ
き
で
、
緊
急
と
は
認
め
が
た

い
原
案
の
備
蓄
物
資
整
備
事
業

な
ど
の
五
事
業
費
を
削
除
の
う

え
、共
通
商
品
券
を
発
行
し
て
、

地
域
で
の
消
費
を
喚
起
し
活
性

化
に
資
す
る
べ
き
で
あ
る
。

真

正

議

員

団

民

主

リ

ベ

ラ

ル

さ

わ

や

か

な

風

議
案
第
二
十
三
号
一
般
会
計

予
算
ほ
か
三
会
計
予
算
に
つ
い

て
修
正
す
る
。

主
な
も
の
の
う
ち
、
特
定
公

園
及
び
有
料
公
園
施
設
管
理
業

務
委
託
は
、
指
定
管
理
者
制
度

や
公
園
協
会
移
転
先
改
修
工
事

契
約
の
不
透
明
さ
な
ど
に
明
確

な
答
弁
が
な
く
、
議
会
の
出
席

要
請
に
も
公
園
協
会
は
応
じ
ず

不
誠
実
な
対
応
に
終
始
す
る
始

末
で
あ
る
。
ま
た
含
み
資
産
の

精
査
と
あ
わ
せ
て
こ
の
問
題
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

委
託
料
を
暫
定
的
に
三
カ
月
分

と
す
る
。

学
校
給
食
は
本
来
保
護
者
が

全
額
負
担
す
べ
き
も
の
だ
が
、

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
お

い
て
、
市
が
八
円
、
保
護
者
に

二
十
円
の
負
担
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
少
子
化
対
策
上
か

ら
も
保
護
者
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
の
で
、

本
年
度
一
年
間
限
り
一
食
二
十

八
円
の
単
価
ア
ッ
プ
分
は
全
額

市
負
担
と
し
、
原
資
は
減
額
修

正
し
た
公
園
施
設
管
理
業
務
の

経
費
を
充
て
る
。

新
規
採
用
十
名
程
度
を
前
倒

し
採
用
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、

財
源
は
財
政
調
整
基
金
と
す
る
。

二
十
年
度
の
当
初
予
算
に
な

い
新
川
俣
幹
線
は
議
会
に
説
明

も
な
く
追
加
さ
れ
、
新
大
蓮
北

幹
線
が
見
送
り
と
な
っ
た
件
は
、

先
議
の
補
正
予
算
を
認
め
な
か

っ
た
の
に
当
初
予
算
へ
の
計
上

は
、
議
決
を
無
視
し
た
行
為
で

あ
り
認
め
ら
れ
ず
減
額
す
る
。

共

産

党

議
案
第
二
十
三
号
一
般
会
計

予
算
ほ
か
二
会
計
予
算
に
つ
い

て
修
正
す
る
。

主
な
も
の
は
、
経
済
不
況
の

な
か
、
市
と
し
て
行
う
プ
レ
ミ

ア
つ
き
共
通
商
品
券
発
行
の
予

算
化
と
、
地
域
の
商
店
街
な
ど

が
独
自
に
発
行
す
る
商
品
券
に

支
援
す
る
事
業
、
商
店
街
・
小

売
市
場
集
客
力
強
化
事
業
や
販

路
を
拡
大
す
る
景
気
浮
揚
対
策

な
ど
の
予
算
を
増
額
す
る
。

ま
た
市
民
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、
小
学
校
給
食

費
値
上
げ
の
中
止
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
料
の
最
高
限
度

額
を
据
え
置
き
し
、
中
間
層
の

保
険
料
を
軽
く
す
る
な
ど
の
予

算
化
を
図
る
。

二
十
年
度
の
当
初
予
算
に
入

っ
て
い
な
か
っ
た
新
川
俣
幹
線

流
域
接
続
工
事
を
市
長
が
勝
手

に
発
注
契
約
し
た
も
の
に
つ
い

て
、
議
会
の
権
威
と
予
算
統
制

権
を
守
る
上
で
も
認
め
る
わ
け

に
い
か
ず
予
算
を
削
減
す
る
。

公

明

党

自

由

民

主

党

さ

き

が

け

公
明
党
、
自
由
民
主
党
、
さ

き
が
け
は
、
平
成
二
十
一
年
度

一
般
会
計
予
算
等
の
原
案
に
賛

成
す
る
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
現
状
の

中
で
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
、
子
育
て
支
援
、
障
害
者
の

地
域
生
活
支
援
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
む
な
ど
、
市
長
が
市
民

に
約
束
し
た
施
策
、
市
政
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
、
第
四
次
実
施
計
画

の
着
実
な
実
行
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
の
予
算
と
な
っ
て

い
る
。

市
立
小
中
学
校
を
初
め
と
す

る
公
共
建
築
物
や
橋
梁
の
耐
震

化
の
促
進
、
ま
た
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
の
中
で
懸
案
と
な

っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
に
つ
い
て

も
駅
構
内
よ
り
順
次
工
事
に
着

手
で
き
る
運
び
と
な
っ
た
。

ま
た
看
護
師
、
医
師
な
ど
の

人
材
確
保
の
た
め
市
立
総
合
病

院
の
増
築
工
事
を
行
う
こ
と
に

よ
り
夜
勤
当
直
室
や
院
内
保
育

所
を
整
備
し
、
ま
た
が
ん
治
療

の
た
め
の
外
来
化
学
療
法
室
や

救
急
外
来
等
の
拡
充
を
図
る
な

ど
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
着
実
に
前

進
し
て
い
る
。

ま
た
昨
年
よ
り
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
を
初
め
海
外
経

済
の
減
速
に
よ
り
雇
用
、
所
得

環
境
が
悪
化
す
る
中
、
個
人
消

費
の
落
ち
込
み
な
ど
我
が
国
の

景
気
が
停
滞
し
、
中
小
企
業
の

町
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
非

常
に
厳
し
い
経
済
状
況
と
な
り
、

昨
年
の
年
末
に
緊
急
経
済
雇
用

対
策
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
活
力
あ
る
東
大
阪
の
再
生

を
目
指
し
た
市
政
運
営
を
進
め

て
い
る
。

共

産

党

議
案
第
二
十
三
号
一
般
会
計

予
算
ほ
か
二
会
計
予
算
の
修
正

案
は
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
不
況
の
も
と
、
中
小
企
業
・

商
店
振
興
施
策
や
市
民
の
暮
ら

し
を
応
援
す
る
施
策
を
具
体
化

し
た
も
の
で
、
賛
成
す
る
。

野
田
市
長
は
、
国
民
健
康
保

険
料
に
つ
い
て
中
低
所
得
層
の

負
担
が
増
え
て
も
構
わ
な
い
と

い
う
態
度
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
な
ど
の
議
論

に
も
全
く
耳
を
か
さ
な
い
こ
と

は
容
認
で
き
な
い
。

ま
た
市
長
は
、
こ
の
不
況
下

で
求
め
ら
れ
て
い
る
社
会
保
障

を
切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
お
り
、

保
育
所
の
建
設
な
ど
定
数
の
拡

大
を
し
、
少
子
化
を
食
い
止
め

る
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

討討

論論

３
月
３１
日

議
決
分

３
月
６
日

議
決
分

修
正
案
提
案
説
明

修
正
案
提
案
説
明

（２）第１５９号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２１年５月１５日


